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９月定例会の傍聴ご案内9月13日（木）午前10時 開会予定
詳しい日程
お問い合せは
議会事務局へ
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 ６月議会の傍聴者　延べ人数１８人　 議会だよりに対するご意見、ご要望がありましたら議会事務局へお問い合せください。
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　沖縄県町村議会議長会主催の常任委員長・副委員長研修会がサ
ザンプラザ海邦で開催され、「常任委員会の役割と運営について」
を４人の議員と１名の職員が参加しました。

　

二
〇
〇
八
年
度
か
ら
使
用

さ
れ
る
高
校
教
科
書
で
、
沖

縄
戦
の
い
わ
ゆ
る
「
集
団
自

決
」（
強
制
集
団
死
）
の
記
述

が
文
部
科
学
省
の
検
定
意
見

に
よ
り
削
除
・
訂
正
し
て
い

た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
ま

し
た
。

　

「『
集
団
自
決
』（
強
制
集
団

死
）
が
日
本
軍
の
命
令
・
強

制
・
誘
導
に
よ
っ
て
起
き
た

事
は
紛
れ
も
な
い
事
実
！
」、

「
沖
縄
戦
の
実
相
を
歪
曲
す

る
行
為
」
と
し
て
、
県
内
四

一
市
町
村
す
べ
て
の
議
会

で
、
検
定
意
見
の
速
や
か
な

撤
回
を
求
め
る
意
見
書
が
可

決
さ
れ
ま
し
た
。
県
民
の
代

表
で
あ
る
沖
縄
県
議
会
で
は

異
例
と
も
い
え
る
二
度
の
意

見
書
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

沖
縄
戦
の
歴
史
認
識
に
つ
い

て
、
県
民
の
総
意
が
示
さ
れ

ま
し
た
。
本
町
議
会
で
は
六

月
定
例
議
会
冒
頭
に
可
決
し

ま
し
た
。

　

戦
後
六
十
二
年
、
二
度
と

沖
縄
戦
の
悲
劇
を
繰
り
返
さ

な
い
た
め
に
、
そ
し
て
正
し

く
伝
え
る
た
め
に
…
九
月
二

十
九
日
に
は
「
集
団
自
決
」

（
強
制
集
団
死
）
の
県
民
大

会
が
行
わ
れ
ま
す
。 

呉
屋

編

集

後

記

「行政体制の現状と課題」　～法務政策能力の向上を～

　　　　講師：前津榮健氏（沖縄国際大学法学部教授）

「参議院選挙後政局のゆくえ」

　　　　講師：角谷浩一氏（政治ジャーナリスト）

7月18日

８月２日
　沖縄県町村議会議長会主催の町村議会正副議長・委員長研修会
がちゃたんニライセンターで開催され、７人の議員と２名の職員
が参加しました。

～お詫びと訂正～
　議会だより第３２号（２００７年７月１日発行）の文中、数字表記に誤りがあり、関係者の皆様方に
大変ご迷惑をおかけしました。訂正して深くお詫び申し上げます。
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（正）（誤）
14億6,784万3千円14億4,784万3千円３ｐ歳入減の主なもの（国庫支出金）
介護保険介護保健４ｐ介護保険
6億9,931万6千円6億9,936万6千円５ｐ公共下水道事業
 154万円の減154万円の追加 １０ｐ下水道工事（工事請負契約）
県民の水瓶・福地ダム県民の水瓶・副地ダム １２ｐ呉屋悟議員の一般質問
関係法令等に抵触しないか。
又基金の残高が…

関係法令等の残高が… １３ｐ有田力議員の一般質問



2007 （平成19） 年９月１日発行西 原 町 議 会 だ よ り第33号 （３）

特別会計補正予算特別会計補正予算特別会計補正予算平成
19年度 可決！可決！

土地区画整理事業

・上原・棚原土地区画整理事業費の

工事設計及び測量。

・工事請負費、建物、その他の補償

費によるものが大きい。

水道事業

・主な原因は職員給与

費の分である。

歳入歳出にそれぞれ

　80,628千円を追加
収益的支出の予定額

　1,255千円を補正

介護保険

・基金積立金、償還金

及び還付加算金、一

般会計繰出金による

ものが大きい。

公共下水道事業

・公共下水道費の負担

金増が主である。

歳入歳出にそれぞれ

　92,245千円を追加
歳入歳出にそれぞれ

　7,486千円を追加

国民健康保険

人事異動に伴う職員の給与費の減が主である。

歳入歳出それぞれ 4,180千円を減額
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一般会計補正予算一般会計補正予算一般会計補正予算平成
19年度

歳入歳出に1億3,073万6千円を追加
総額94億6,173万6千円に

　今回の補正の特徴は、繰越金の確定による１億700万円を町財政調整基金

へ積立金を繰入したことです。

賛成多数
  可決！
賛成多数
  可決！

主な歳入

・介護保険特別会計繰入金 1,771万1千円

・寄　付　金 230万0千円

・繰越金の確定 1億622万9千円

主な歳出

・財政管理費 896万1千円 （職員増によるもの）

・町財政調整基金積立金 1億700万0千円 

・すぐやる課事業 △ 832万0千円 （職員減によるもの）

・税務総務費 1,530万6千円 （職員増によるもの）

・身体障害児補装具給付事業 △ 497万7千円

・最終処分場建設負担金 238万9千円 （サザンクリーンセンター推進協議会）

・公共下水道事業特別会計への繰出金 390万0千円

・区画整理事業特別会計への繰出金 571万9千円

・図書館費 △ 540万8千円 （職員減によるもの）

・町民体育館備品購入費 420万9千円

※ 修正意見として、最終処分場建設負担金を全額予備費にする修正案が提出されたが、賛成少数で否決、
　 補正予算は賛成多数で可決された。
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工事請負契約（下水道）工事請負契約（下水道）工事請負契約（下水道）

◇兼久第１処理分区枝線工事（その４）〔我謝地内〕

　　契 約 金 額：￥47,775,000

　　契約の相手：東洋コンクリート株式会社

　　契約の方法：町内11社、町外４社による指名競争入札

　　工　　　期：平成19年６月25日より

　　　　　　　　平成19年11月30日まで

◇兼久第１処理分区枝線工事（その５）〔我謝地内〕

　　契 約 金 額：￥48,090,000

　　契約の相手：太田建設株式会社

　　契約の方法：町内11社、町外４社による指名競争入札

　　工　　　期：平成19年６月25日より

　　　　　　　　平成19年12月25日まで



2007 （平成19） 年９月１日発行 第33号  （４）西 原 町 議 会 だ よ り

専決処分

西原町税条例の一部を改正する条例

◎地方税法等の一部を改正する法律の施行日が平成19年４月１日である

こと。



西原町国民健康保険税条例の一部を改正する条例

◎世帯に属する国民健康保険の被保険者につき算定した所得割額及び資

産割並びに被保険者均等割及び世帯別平等割額の合算額とする。ただ

し、当該合算額が530,000円を超える場合においては、基礎課税額は

530,000円とする。

　上記基礎課税額は平成19年４月１日より、560,000円とする。



西原町産業高度化地域における課税免除に関する条例の一部

を改正する条例

◎沖縄振興特別措置法の適用期限が平成24年３月31日に延長され、西原

町産業高度化地域における課税免除に関する条例の期限が平成19年３

月31日であること。



西原町情報通信産業振興地域における課税免除に関する条例

の一部を改正する条例

◎沖縄振興特別措置法の適用期限が平成24年３月31日に延長されたこと。



平成19年度西原町国民健康保険特別会計補正予算（第１号）

◎歳入歳出予算の総額に、歳入歳出それぞれ176,000千円を追加し、歳

入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ3,727,876千円とする。



平成19年度西原町老人保健特別会計補正予算（第１号）

◎歳入歳出予算の総額に、歳入歳出それぞれ71,989千円を追加し、歳入歳

出予算の総額を歳入歳出それぞれ2,013,396千円とする。

承認１号







承認２号













承認３号











承認４号







承認５号







承認６号

せんけつしょぶん：専決処分

　議会が議決をしなければならない条例・予算などについて、町長が議会に代わって決

断・決定することを専決処分といいます。時間的に議会の開催（召集）を待てない緊急の

場合や議会が成立しないときなど法律の規定による場合、次の議会に報告し、議会の承

認を求めなければならないとされています。（専決処分が無効になることはありません）



2007 （平成19） 年９月１日発行西 原 町 議 会 だ よ り第33号 （７）

受理された陳情・要請書等

〇 駐留軍関係離職者等臨時措置法の有効期限延長に関する陳情………………　採　　　択

〇 「集団自決」に関する修正意見撤回を文科省へ求める意見書採択について（陳情）

……………………………………………………………………………………　みなし採択 

〇 ５市町村循環型処理施設の建設に向けた宣言文の採択について（要請）……　配　　　布

〇 最低保障年金制度の実現を求める陳情…………………………………………　配　　　布

〇 集団自決・軍命有無の決議・不採択お願いの件（要請）……………………　配　　　布

　今から62年前の1945年、この沖縄の地で住民を巻き込んだ国内唯一の地上戦が行われ、県民の４

人に１人が犠牲となった。鉄の暴風と言われる凄まじい砲爆撃が県土を焦土と化した。中でも本町

は、住民の実に47％にあたる5,100人余の尊い命が奪われた沖縄戦最大の激戦地である。いまだに未

収骨や不発弾が発見されるなど、戦後は終わっていない。戦後62年、沖縄戦の真実を伝えることは重

要である。

　そのような中、2008年度から使用される高校教科書検定結果の公表によると、沖縄戦におけるいわ

ゆる「集団自決」の記述について、「日本軍による強制または命令は断定できない」との検定意見によ

り、日本軍による命令・強制・誘導等の表現を削除・修正させられていたことが明らかとなった。

　その根拠として文部科学省は、日本軍による命令を否定する学説が出ていることや、自決を命じた

とされる元軍人らが起こした裁判などを挙げている。

　しかしながら、係争中の裁判を理由にし、かつ一方の当事者の主張のみを取り上げることは、文部

科学省自らが課す検定基準である「未確定な時事的事象について断定的に記述しているところはない

こと」を逸脱するばかりか、体験者による数多くの証言や、歴史的事実を否定しようとするものであ

る。

　沖縄戦の記述をめぐっては、1982年、文部省（当時）の検定により、日本軍による「住民虐殺」の

記述削除が明らかとなった際、「県民殺害は否定することのできない厳然たる事実である」ことを臨時

県議会（同年９月４日）において、「全会一致」で意見書を採択し、記述復活をさせた経緯がある。

　沖縄戦における「集団自決」が、日本軍による命令・強制・誘導などなしに起こりえなかったこと

は紛れもない事実であり、それが歪められることは、悲惨な地上戦を体験し、筆舌に尽くしがたい犠

牲を強いられてきた沖縄県民にとって、到底容認できるものではない。

　よって本町議会は、沖縄戦の歴史を正しく伝え、悲惨な戦争が再び起こることのないようにするた

めにも、今回の検定意見が速やかに撤回されるよう強く要請する。

　以上、地方自治法第９９条の規定により意見書を提出します。

　　　平成19年６月14日

沖縄県西原町議会　

　あて先　内閣総理大臣、文部科学大臣

教科書検定に関する意見書教科書検定に関する意見書
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固定資産評価員の選任

西原町字翁長616番地の１

※上間明前税務課長退職に伴うもの

全会
一致
で

同意
全会

一致
で

同意
 城 間 正 一（56）

　貴職におかれましては、平素から駐留軍関係の雇用・離職者対策の特段のご尽力を賜り、深

く感謝申し上げます。

　さて、「駐留軍関係離職者等臨時措置法」は、平成２０年５月１６日で有効期限を迎えます。ご

承知の通り、駐留軍雇用は、米国の軍事政策や国際情勢等に影響を受ける特殊な職場環境下に

あり、本質的には不安定な状況に置かれています。

　本県におきましては、平成１８年５月の在日米軍再編に関する最終報告で、「在沖海兵隊のグア

ム移転及び嘉手納以南の基地返還と北部基地への統合」等が合意されております。６つの対象

施設には３,９３６名の従業員が勤務し、海兵隊のグアム移転は、状況如何によっては、駐留軍労働

者としての雇用継続が困難となる事態も懸念されます。

　一方、全国の失業率は４％台で推移していますが、県内の失業率は全国の約２倍で推移し、

雇用情勢は極めて深刻な状況にあり、駐留軍関係離職者の再就職・自活の道は容易でない状況

にあります。そうした中で駐留軍労働者の解雇が発出されますと、県経済に与える影響は大き

く地域的な雇用情勢は、パニック状態に陥る事は明らかであります。

　つきましては、有効期限をむかえる駐留軍関係離職者等措置法の再延長につきまして、なお

一層のご配慮が必要と存じますので、同法の再延長実現にご尽力を賜りますようお願い申し上

げます。

　以上、地方自治法第９９条の規定により意見書を提出します。

　　　平成１９年６月２０日

沖縄県西原町議会　

　あて先　防衛施設庁長官、厚生労働大臣

駐留軍関係離職者等臨時措置法の有効期限延長に関する意見書駐留軍関係離職者等臨時措置法の有効期限延長に関する意見書
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今
回
策
定
さ
れ
た
平
成
一

九
年
度
か
ら
平
成
二
三
年

度
ま
で
の
後
期
基
本
計
画
は
、

平
成
一
四
年
度
か
ら
平
成
一
八

年
度
ま
で
の
前
期
基
本
計
画
の

主
な
課
題
を
ど
の
よ
う
に
生
か

し
て
い
る
か
。

企
画
政
策
課
長　

国
の
三
位
一

体
改
革
、
地
方
分
権
の
推
進
等

社
会
情
勢
が
非
常
に
目
ま
ぐ
る

し
く
変
わ
っ
て
、
厳
し
い
財
政

状
況
の
運
営
に
直
面
し
て
い

る
。

　

後
期
基
本
計
画
は
、
こ
れ
ら

を
踏
ま
え
た
見
直
し
を
行
い
、

民
間
で
や
る
べ
き
か
、
行
政
で

負
う
べ
き
か
、
振
り
分
け
し
て

つ
く
っ
た
。

後
期
基
本
計
画
は
、
前
期

と
大
幅
に
は
変
っ
て
い
な

い
。
課
題
と
し
て
民
間
が
や
る

べ
き
も
の
は
具
体
的
に
ど
う

い
っ
た
も
の
を
盛
り
込
ん
だ
の

か
。

企
画
政
策
課
長　

私
達
が
所
管

す
る
ジ
ュ
ニ
ア
ピ
ー
ス
メ
ッ
セ

ン
ジ
ャ
ー
の
派
遣
は
あ
る
程
度

役
割
が
終
わ
っ
た
こ
と
、
戦
争

体
験
平
和
バ
ス
ツ
ア
ー
も
参
加

し
な
く
な
っ
た
状
況
で
削
除
が

あ
る
。前

期
基
本
計
画
が
終
っ

て
、
箇
条
書
き
で
情
報
公

開
し
た
方
が
ど
う
い
う
部
分
が

行
政
が
取
り
組
ん
だ
成
果
か
、

分
か
る
と
思
う
が
ど
う
か
。

企
画
政
策
課
長　

課
題
、
見
直

し
を
一
覧
表
に
し
て
、
各
施
策

に
つ
い
て
総
合
計
画
策
定
委
員

で
作
成
し
て
検
証
し
、
後
期
に

引
継
ぐ
施
策
、
削
除
す
る
施
策

と
い
う
こ
と
で
や
っ
て
い
る
。

平
成
一
六
年
一
二
月
一
五

日
の
補
助
金
審
査
委
員
会

か
ら
提
案
し
て
い
る
「
補
助
金

交
付
に
つ
い
て
は
各
担
当
課
に

任
せ
る
の
で
は
な
く
、
窓
口
を

一
本
化
し
て
各
種
団
体
へ
交
付

す
べ
き
で
は
な
い
か
」、
第
三

者
的
な
判
断
が
大
事
と
思
う
。

町
長
は
、
規
約
は
あ
り
、
休
眠

状
態
に
な
っ
て
い
る
補
助
金
審

査
委
員
会
を
引
続
き
人
選
し

て
、
二
〇
〇
万
円
以
下
も
含
め

て
補
助
金
の
審
査
を
考
え
て
い

る
か
。

町
長　

時
期
は
、
で
き
る
だ
け

早
い
時
期
に
内
部
の
基
準
づ
く

り
が
済
ん
だ
時
点
で
ス
タ
ー
ト

が
切
れ
れ
ば
と
考
え
て
い
る
。

あ
が
り
テ
ィ
ー
ダ
公
園

は
、
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
や

キ
ャ
ン
プ
な
ど
町
内
外
か
ら
利

用
さ
れ
て
い
る
。
利
用
者
の
マ

ナ
ー
が
悪
い
た
め
、
ご
み
の
散

乱
な
ど
非
常
に
ひ
ど
い
状
況
に

あ
り
、
管
理
を
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
る
か
。

産
業
課
長　

公
園
利
用
者
の
モ

ラ
ル
の
低
さ
で
現
在
本
当
に

困
っ
て
い
る
状
況
で
あ
る
。
今

後
と
も
継
続
的
に
マ
ナ
ー
の
啓

発
を
強
力
に
実
施
し
、
ほ
か
の

方
策
が
な
い
か
、
検
討
し
て
対

策
を
図
っ
て
い
こ
う
と
考
え
て

い
る
。

城間義光　議員

◇ 後期基本計画は

◇補助金の審査を

◇あがりティーダ公園の

管理は

平
成
一
九
年
度
の
予
算

は
多
額
の
基
金
を
取
り

崩
し
て
編
成
さ
れ
た
。
こ
の
よ

う
な
厳
し
い
財
政
状
況
を
踏
ま

え
、
町
長
は
施
政
方
針
の
な
か

で
平
成
一
九
年
度
を
財
政
再
建

元
年
と
位
置
付
け
、
財
政
問
題

に
取
り
組
む
と
し
て
い
る
が
、

ど
の
よ
う
に
取
り
組
む
の
か
。

財
政
課
長　

財
政
健
全
化
策
に

つ
い
て
は
行
政
改
革
推
進
本
部

の
財
政
部
会
の
な
か
で
、
具
体

的
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

税
務
課
長　

歳
入
の
な
か
の
町

税
に
つ
い
て
は
、
徴
収
確
保
の

た
め
に
収
納
係
を
一
名
増
員
し

た
。
年
間
百
件
程
の
不
動
産
の

差
し
押
さ
え
や
預
金
の
差
し
押

さ
え
等
を
行
な
っ
て
い
る
が
、

今
後
は
タ
イ
ヤ
ロ
ッ
ク
の
導
入

な
ど
も
含
め
、
徴
収
体
制
の
強

化
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

企
画
政
策
課
長　

今
年
度
の
事

務
事
業
の
必
要
性
や
実
施
主
体

の
あ
り
方
等
に
つ
い
て
検
討

し
、
行
財
政
改
革
集
中
プ
ラ
ン

で
事
務
事
業
の
見
直
し
を
行
な

い
、
中
長
期
の
財
政
計
画
に
は

ね
返
し
て
い
き
な
が
ら
健
全
化

計
画
を
策
定
し
て
い
き
た
い
。

町
長　

財
政
再
建
元
年
を
施
政

方
針
で
も
示
し
て
い
る
の
で
財

政
再
建
に
努
力
を
傾
注
し
て
ま

い
り
た
い
。

町
道
「
小
波
津
・
津
花
波

線
」
の
津
花
波
交
差
点
か

ら
部
落
内
約
二
百
メ
ー
ト
ル
の

区
画
の
路
面
は
、
傷
み
が
ひ
ど

く
早
急
な
舗
装
対
策
が
望
ま
れ

る
が
、
ど
の
よ
う
に
対
応
す
る

の
か
。

土
木
課
長　

当
該
地
域
は
平
成

二
〇
年
度
に
公
共
下
水
道
工
事

の
計
画
が
あ
る
の
で
、
そ
の
下

水
道
工
事
と
合
わ
せ
て
舗
装
工

事
を
検
討
し
た
い
。
そ
の
間
の

対
応
と
し
て
道
路
維
持
補
修
に

て
対
応
し
て
い
き
た
い
。

す
ぐ
や
る
課
長　

当
該
地
域
は

交
通
量
が
多
く
道
路
の
剥
離
が

早
い
状
態
に
あ
る
。
当
分
の
間

の
対
応
と
し
て
剥
離
が
多
い
と

こ
ろ
は
路
面
改
良
工
事
を
行
な

い
、
こ
ま
め
に
管
理
し
て
い
き

た
い
。

上
下
水
道
課
長　

津
花
波
地
区

の
下
水
道
の
件
に
つ
い
て
は
平

成
一
八
年
度
で
設
計
を
終
了
し

て
お
り
、
平
成
二
〇
年
度
に
工

事
を
計
画
し
て
い
る
。

学
校
週
五
日
制
の
事
実

上
の
廃
止
が
教
育
再
生

会
議
で
提
起
さ
れ
た
が
、
本
町

で
は
今
後
の
対
応
を
ど
の
よ
う

に
考
え
る
の
か
。

教
育
長　

国
際
的
な
テ
ス
ト
の

結
果
を
踏
ま
え
て
、
土
曜
授
業

を
復
活
せ
よ
と
い
う
ふ
う
に

な
っ
て
い
る
が
、
五
年
間
し
か

週
五
日
制
を
や
っ
て
な
い
の
に

す
ぐ
や
め
た
と
い
う
こ
と
に
な

る
の
は
ど
う
か
と
い
う
こ
と
も

あ
り
、
本
町
と
し
て
は
状
況
を

じ
っ
く
り
見
て
か
ら
対
応
を
考

え
よ
う
と
思
う
。

有田　力　議員

◇財政再建どうする

◇津花波区の路面舗装の

対応は

◇どうなる週５日制

問

問問問

問

後期基本計画書

問

問

問

小波津・津花波線
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い
わ
ゆ
る
「
集
団
自
決
」

の
生
存
者
で
あ
る
垣
花
教

育
長
は
、「
集
団
自
決
」
問
題
を

ど
う
と
ら
え
て
い
る
か
？

教
育
長　

昭
和
二
〇
年
三
月
二

六
日
、
沖
縄
戦
の
最
初
の
地
上

戦
が
行
わ
れ
た
の
が
慶
良
間
諸

島
、
真
っ
先
に
上
陸
し
た
の
が

私
の
出
生
し
た
阿
嘉
島
。
沖
縄

戦
時
、
私
は
小
学
一
年
。
山
の

上
か
ら
見
る
と
船
を
飛
び
越
え

て
渡
れ
る
ぐ
ら
い
米
艦
船
が
つ

な
が
っ
て
い
た
。
物
量
を
誇
る

米
軍
が
赤
子
の
手
を
ひ
ね
る
よ

う
に
上
陸
し
て
き
た
。
そ
れ
で

私
の
父
が
決
断
し
て
、
手
り
ゅ

う
弾
二
個
で
…
死
の
う
と
す
る

と
、「
二
つ
の
手
り
ゅ
う
弾
で

は
一
五
名
全
員
は
死
ね
な
い
」。

そ
こ
で
ヌ
ヌ
ノ
フ
キ
と
い
う
西

海
岸
の
絶
壁
か
ら
み
ん
な
で
落

ち
よ
う
と
死
に
場
所
に
向
か
っ

た
。
そ
の
間
、
最
後
だ
か
ら
と

鷲
ミ
ル
ク
や
黒
砂
糖
を
食
べ
た

ら
、
私
が
「
水
を
飲
み
た
い
」

と
喉
の
渇
き
を
訴
え
た
の
で
、

私
達
は
水
の
あ
る
谷
間
に
行
く

と
、
そ
こ
に
住
民
た
ち
が
い
た

…
こ
れ
は
大
変
な
こ
と
で
、
あ

の
「
集
団
自
決
」
は
自
分
た
ち

が
生
き
て
い
る
と
思
っ
て
や
っ

た
。
渡
嘉
敷
も
座
間
味
も
…
親

が
子
ど
も
を
殺
し
た
。

　

な
ぜ
肉
親
同
士
が
殺
し
合
う

「
集
団
自
決
」
が
起
こ
っ
た
の

か
？
見
た
こ
と
も
な
い
連
合
艦

隊
が
島
を
囲
み
、
雨
あ
ら
れ
の

よ
う
な
弾
を
撃
ち
込
ん
で
く

る
。
逃
げ
場
の
な
い
恐
怖
感
と

絶
望
感
、
さ
ら
に
住
民
が
捕
虜

に
な
る
と
情
報
を
全
部
流
す
ス

パ
イ
に
な
る
か
ら
、「
生
き
て

虜
囚
の
辱
め
を
受
け
ず
」、「
鬼

畜
米
英
」
と
教
え
続
け
ら
れ
て

い
た
か
ら
だ
と
思
う
。

　

命
令
が
な
く
て
も
死
ん
だ
人

も
い
る
か
ら
、
一
概
に
軍
命
は

あ
っ
た
と
は
い
え
な
い
と
の
意

見
も
あ
る
が
、
軍
命
あ
る
い
は

圧
力
が
あ
っ
た
こ
と
は
間
違
い

な
い
と
思
う
。

「
集
団
自
決
」
問
題
で
曖

昧
な
発
言
を
し
た
町
長
だ

が
、「
集
団
自
決
」
の
軍
関
与
を

認
め
る
か
？

町
長　

部
分
的
に
は
軍
が
関
与

し
た
と
理
解
し
て
い
る
。
し
か

し
、
犠
牲
に
な
っ
た
人
た
ち

は
、
い
ろ
い
ろ
な
理
由
・
状
況

で
犠
牲
に
な
っ
た
だ
ろ
う
。

「
憲
法
九
条
は
守
っ
て
し

か
る
べ
き
」
と
述
べ
て
い

る
町
長
。
憲
法
九
条
を
守
る
具

体
的
な
行
動
と
は
？

町
長　

本
庁
玄
関
前
に
あ
る
憲

法
九
条
の
碑
を
掃
除
し
た
り
、

周
辺
に
生
え
た
草
を
と
っ
た

り
、
こ
う
し
た
こ
と
も
一
つ
の

表
れ
と
思
っ
て
い
る
。

呉屋　悟　議員

◇ 「集団自決」 とは何か？

◇ 「集団自決」 の軍関与を

認めるか？

◇憲法９条を守る具体的

行動とは？

こ
の
一
般
質
問
の
内
容
は
、会
議
録（
録
音
テ
ー
プ
）

に
基
づ
い
て
各
議
員
が
質
問
の
一
部
を
ま
と
め
、編
集

委
員
会
が
最
終
確
認
・
編
集
を
し
た
も
の
で
す
。

一
般
質
問

問

問

第
三
次
総
合
計
画
前
期
終
了
で

 
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

の
成
果
は 

 
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

三
次
計
画
で
掲
げ
た
目

標
や
施
策
は
実
行
し
た

か
。

企
画
政
策
課
長　

計
画
に
掲
げ

た
施
策
は
約
二
〇
〇
項
目
で

す
。
ほ
ぼ
計
画
ど
お
り
で
進
ん

で
い
る
の
が
一
二
七
項
で
、
率

に
し
ま
す
と
六
三
・
五
％
と

な
っ
て
い
ま
す
。

後
期
計
画
五
年
間
は
平

成
二
三
年
ま
で
の
町
の

具
体
的
な
発
展
計
画
は
重
要
で

す
。
目
標
達
成
計
画
が
必
要
だ

が
。

企
画
政
策
課
長　

基
本
計
画
に

は
、
具
体
的
な
目
標
値
は
設
定

し
て
ま
せ
ん
が
、
実
施
計
画
三

年
ご
と
で
検
証
し
て
お
り
ま

す
。

民
間
で
で
き
る
も
の
は
民
間
に　

 
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

 「
民
間
事
業
化
提
案
制
度
」
で 

 
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

役
場
が
行
っ
て
い
る
事
業

を
、
民
間
事
業
者
等
か

ら
、
逆
提
案
を
受
け
業
務
委
託

さ
せ
る
事
で
、
効
率
的
で
充
実

し
た
質
の
高
い
サ
ー
ビ
ス
が
実

行
で
き
る
と
思
う
。
又
、
役
場

の
中
で
も
、
行
政
の
事
業
仕
分

け
を
早
急
に
行
い
、
民
間
で
で

き
る
事
業
の
あ
り
方
を
検
討
、

発
表
す
べ
き
で
あ
る
が
、
ど
う

で
す
か
。

企
画
政
策
課
長　

事
業
の
仕
分

け
や
さ
ら
に
「
民
間
か
ら
の
事

業
提
案
制
度
」
に
つ
い
て
も
、

研
究
・
検
討
し
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
町
の
計
画
は
�　

 
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

町
民
が
参
加
し
な
け
れ
ば
意
味

が
な
い
� 

 
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

第
三
次
後
期
計
画
に
お
い

て
も
町
民
の
参
画
は
な
く

「
残
念
」
で
あ
っ
た
。
第
四
次

総
合
計
画
平
成
二
三
年
ま
で
に

は
、
町
民
の
参
画
は
是
非
必
要

だ
が
。

企
画
政
策
課
長　

西
原
町
の
将

来
像
�

地
域
か
ら
西
原
町
を
考

え
て
い
く
事
�「
住
民
会
議
」

な
る
も
の
を
設
置
し
な
が
ら
、

行
政
の
情
報
を
公
開
し
、
行
政

の
参
画
実
行
の
た
め
の
ワ
ー
キ

ン
グ
学
習
を
継
続
し
、
真
の
町

民
参
画
の
計
画
を
実
施
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

町
の
総
合
計
画
は 

 
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

町
長
の
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
だ　

 
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

財
政
危
機
の
到
来
で
す

が
、
町
民
ニ
ー
ズ
は
な
く

な
る
わ
け
で
な
く
、
さ
ら
に
西

原
町
に
お
い
て
は
こ
れ
か
ら
三

〜
五
年
で
県
道
・
里
道
・
河
川
・

区
画
事
業
と
積
ま
れ
た
課
題
の

実
行
の
年
で
あ
る
「
継
続
可
能

な
地
域
づ
く
り
」
を
行
う
た
め

に
も
民
営
化
の
推
進
や
、
あ
ら

ゆ
る
角
度
か
ら
の
新
た
な
ま
ち

づ
く
り
計
画
が
必
要
と
思
う

が
。

町
長　

常
に
町
民
と
共
に
計
画

し
実
行
し
て
い
き
ま
す
。

仲松　勤　議員

◇町の将来を左右する、

総合計画に住民参加で�

◇主人公は町民で�

問

「集団自決」 について語る垣花教育長

問問

問問

問

前期基本計画書
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西
原
保
育
所
の
改
築
計
画

の
状
況
。
公
設
、
民
営
の

方
向
性
は
。
一
八
年
度
に
は
決

定
が
な
さ
れ
る
と
い
う
答
弁
で

あ
っ
た
が
。

町
長　

保
育
行
政
に
お
け
る
公

立
保
育
所
の
位
置
づ
け
に
つ
い

て
検
討
し
て
い
る
が
、
あ
ま
り

時
間
的
に
余
裕
は
な
い
と
思
う

が
、
方
向
性
を
決
め
る
ま
で
に

は
至
っ
て
い
な
い
。

も
う
方
向
性
が
定
ま
っ
て

も
い
い
の
で
は
な
い
か
と

思
う
。
去
っ
た
一
二
月
の
定
例

議
会
の
中
で
、「
保
育
の
責
任

か
ら
逃
れ
な
い
で
ほ
し
い
」
と

現
場
の
声
が
あ
る
と
言
わ
れ
た

が
、
ど
う
い
う
事
な
の
か
。

町
長　

保
育
所
の
保
母
の
皆
さ

ん
た
ち
か
ら
、
町
立
保
育
所
を

民
営
化
し
な
い
よ
う
に
と
の
要

請
を
受
け
た
。
そ
の
中
で
保
育

行
政
か
ら
逃
れ
る
よ
う
な
こ
と

は
し
な
い
で
ほ
し
い
と
い
う
ふ

う
な
、
つ
ま
り
保
育
の
責
任
を

放
棄
し
な
い
で
ほ
し
い
と
い
う

要
請
が
あ
っ
た
。
私
も
保
育
の

責
任
か
ら
逃
れ
る
気
は
も
う
と

う
持
っ
て
い
な
い
と
答
え
た
。

儀間信子　議員

◇保育行政の責任から逃

れないで、西原保育所

公設、民営方向性の決

定は

沖
縄
県
や
那
覇
市
は
数
年

後
の
財
政
分
析
を
行
い
、

確
実
に
や
っ
て
く
る
財
源
不
足

を
数
字
的
に
把
握
し
、
そ
の
対

策
の
方
向
性
を
示
し
て
い
る
。

町
の
現
状
は
。

財
政
課
長　

平
成
二
〇
年
度
か

ら
四
年
間
で
一
五
億
五
七
〇
〇

万
円
の
財
源
不
足
を
見
込
ん
で

い
る
。財

源
不
足
の
対
応
策
は
?

企
画
政
策
課
長　

事
務
事
業
の

改
善
や
見
直
し
、
事
業
の
必
要

性
の
程
度
、
事
業
期
間
の
延
長

な
ど
を
精
査
・
検
証
し
て
い
く
。

四
年
間
で
一
五
億
円
も
の

財
源
不
足
が
生
じ
る
現
状

で
、
財
政
再
建
元
年
な
ん
て

言
っ
て
い
る
状
況
で
は
な
い
。

行
財
政
改
革
の
手
法
は
示
し
て

も
、
具
体
的
な
課
題
解
決
へ
の

切
り
込
み
、
熱
意
や
危
機
感
が

伝
わ
ら
な
い
。
バ
ス
が
走
る
前

に
大
き
な
穴
ぼ
こ
が
あ
い
て
い

て
、
そ
の
穴
ぼ
こ
を
ど
の
程
度

補
修
す
れ
ぱ
乗
り
越
え
ら
れ
る

か
、
ま
さ
に
時
間
と
の
勝
負
。

「
元
年
」
で
は
な
く
「
危
機
」

宣
言
を
し
、
町
民
一
体
的
な
取

り
組
み
が
必
要
で
は
な
い
か
。

町
長　

非
常
に
厳
し
い
指
摘
だ

が
、
危
機
意
識
を
全
町
民
挙
げ

て
共
有
し
、
事
務
事
業
の
見
直

し
に
取
り
組
み
、
財
政
の
健
全

化
に
真
剣
に
立
ち
向
か
っ
て
い

る
。

問
題
が
複
雑
に
か
ら
み
錯

綜
し
て
い
る
時
に
は
、
単

純
な
問
い
か
け
が
物
事
の
本
質

を
突
く
こ
と
が
あ
る
。
旧
南
廃

協
や
新
組
織
は
任
意
だ
と
す
る

が
、
任
意
の
組
織
が
公
費
を
使

え
る
の
か
。
そ
の
組
織
は
何
を

根
拠
に
存
在
す
る
の
か
。

町
長　

地
方
公
共
団
体
の
組
合

の
種
類
及
び
建
設
に
よ
っ
て
一

部
事
務
組
合
を
作
る
こ
と
が
で

き
る
と
い
う
自
治
法
二
八
四
条

の
趣
旨
に
基
づ
く
。

自
治
法
に
基
づ
き
、
南
部

広
域
行
政
組
合
の
規
約
の

中
か
ら
糸
満
市
が
離
脱
す
る
規

約
改
正
が
全
関
係
議
会
の
議
決

が
あ
っ
て
は
じ
め
て
、
旧
南
廃

協
の
解
散
や
新
組
織
の
立
ち
上

げ
も
法
的
に
合
法
・
可
能
で
は

な
い
か
。

町
長　

法
律
上
は
条
件
が
整
っ

て
い
な
い
と
理
解
し
て
い
る

が
、
両
組
織
と
も
任
意
団
体
な

の
で
、
全
構
成
自
治
体
が
足
並

み
を
そ
ろ
え
た
い
。

旧
南
廃
協
は
、
組
合
規
約

第
三
条
第
三
項
に
基
づ

き
、
準
じ
て
組
織
さ
れ
た
公
的

団
体
だ
が
、
新
組
織
は
規
約
改

正
（
糸
満
市
の
離
脱
）
を
待
た

ず
に
作
ら
れ
、
ま
さ
に
任
意
団

体
に
な
っ
て
い
る
。

町
長　

こ
の
第
三
条
第
三
項
に

関
す
る
事
務
で
新
組
織
を
立
ち

上
げ
て
い
る
。

組
合
規
約
上
、
糸
満
市
を

残
し
た
ま
ま
立
ち
上
げ

た
新
組
織
は
任
意
団
体
で
、
そ

の
組
織
が
公
費
・
予
算
を
執
行

す
れ
ば
住
民
監
査
請
求
の
対
象

に
な
る
。

町
長　

答
弁
漏
れ

与那嶺義雄議員

◇４年間で15億円の

　財源不足

◇南廃協・サザン協の

　法的根拠

問問

問問問

問問

問問

町立保育所

南部広域行政組合例規集
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マ
リ
ン
タ
ウ
ン
へ
の
ア
ク

セ
ス
道
路
網
の
整
備
に
つ

い
て
、
き
ら
き
ら
ビ
ー
チ
は
四

月
二
八
日
に
オ
ー
プ
ン
し
、
多

く
の
利
用
者
が
訪
れ
、
に
ぎ

わ
っ
て
い
ま
す
が
、
浦
添
、
那

覇
方
面
か
ら
来
る
お
客
さ
ん

が
、
進
入
道
路
が
わ
か
ら
な
い

状
況
に
あ
り
、
利
用
者
に
不
便

を
き
た
し
て
居
り
ま
す
。
国

道
・
県
道
・
町
道
の
整
備
の
遅

れ
、
進
捗
に
つ
い
て
伺
う
。

土
木
課
長　

国
道
三
二
九
号
線

与
那
バ
イ
パ
ス
は
平
成
一
八
年

度
末
で
、
用
地
面
積
比
で
約
五

五
％
で
、
県
道
三
八
号
線
浦

添
・
西
原
線
は
約
三
五
％
の
進

捗
で
地
権
者
と
の
交
渉
が
難
航

し
て
遅
れ
て
い
る
状
況
に
あ

り
、
国
・
県
へ
平
成
二
一
年
度

ま
で
完
成
を
強
く
要
請
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

き
ら
き
ら
ビ
ー
チ
の
管
理

運
営
は
三
年
間
で
四
、 五

〇
〇
万
円
の
赤
字
計
画
で
ス

タ
ー
ト
さ
れ
て
居
り
ま
す
。
四

月
二
八
日
に
オ
ー
プ
ン
し
て
間

も
な
い
が
、
入
客
数
、
売
上
高
、

利
用
状
況
、
課
題
に
つ
い
て
伺

う
。

都
市
計
画
課
長　

五
月
末
現
在

約
一
月
間
で
、
入
客
数
三
九 
、

八
〇
〇
名
で
、
売
上
額
は
一
、

一
〇
〇
万
と
な
っ
て
お
り
、
予

想
以
上
の
入
客
と
な
っ
て
い
ま

す
。
課
題
と
し
て
、
ペ
ッ
ト
の

連
れ
込
み
は
、
ビ
ー
チ
、
ピ
ク

ニ
ッ
ク
広
場
は
原
則
禁
止
と

な
っ
て
い
る
が
、
そ
こ
へ
の
連

れ
込
み
が
見
ら
れ
ま
す
。
タ
バ

コ
の
ポ
イ
捨
て
、
沖
合
か
ら
の

漂
着
ゴ
ミ
が
多
く
、
対
応
に
苦

慮
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま

す
。

　

特
に
採
算
の
点
に
つ
い
て

は
、
ス
ポ
ー
ツ
大
会
、
イ
ベ
ン

ト
、
ビ
ー
チ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大

会
等
、
数
多
く
の
催
し
物
を
年

次
的
に
計
画
し
て
、
相
乗
効
果

で
ビ
ー
チ
経
営
に
プ
ラ
ス
に
な

る
よ
う
、
進
め
て
い
る
状
況
に

あ
り
ま
す
。

月
曜
日
の
開
館
を
望
む
声
多
く
�
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図
書
館
は
オ
ー
プ
ン
か

ら
五
〇
万
人
の
入
客
で

町
内
外
か
ら
数
多
く
利
用
さ
れ

て
い
る
が
、
利
用
者
の
声
と
し

て
、
学
校
行
事
や
祝
祭
日
の
振

替
休
日
が
年
間
一
〇
日
前
後
の

月
曜
日
の
休
日
と
な
っ
て
い

る
。
月
曜
日
の
休
館
日
を
変
更

し
、
利
用
し
た
い
と
の
意
見
が

多
く
あ
り
ま
す
が
、
対
応
に
つ

い
て
伺
う
。

生
涯
学
習
課
長　

県
内
公
共
図

書
館
連
絡
協
議
会
が
盟
館
の
休

館
日
を
調
べ
た
と
こ
ろ
月
曜
日

の
休
館
日
が
二
六
館
あ
り
、
火

曜
日
が
八
館
、
土
曜
日
が
八
館

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
月
曜
日

の
休
館
が
多
く
集
中
し
て
い
る

た
め
、
他
市
町
村
の
開
館
、
休

館
等
も
勘
案
し
な
が
ら
検
討
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

大城好弘　議員

◇きらきらビーチへの

　アクセス道路網の

　早期整備を�

きらきらビーチ

池
田
、
小
波
津
団
地
を
含

む
地
域
で
は
、
路
線
バ
ス

の
運
行
が
な
く
、
通
勤
や
児
童

生
徒
の
通
学
や
高
齢
者
の
通

院
、
役
場
へ
の
出
か
け
な
ど
に

不
便
を
き
た
し
て
お
り
ま
す
。

　

議
会
で
何
度
も
取
り
あ
げ
て

参
り
ま
し
た
が
、
交
通
不
便
地

域
へ
の
バ
ス
の
運
行
に
つ
い

て
、
そ
の
後
の
進
展
を
お
聞
か

せ
下
さ
い
。

町
長　

当
該
地
域
へ
の
公
共
交

通
の
確
保
方
等
は
、
喫
緊
の
課

題
で
あ
り
、
そ
の
進
捗
を
総
合

事
務
局
運
輸
部
に
確
認
し
た
と

こ
ろ
、
平
成
一
九
年
予
算
で
五

〇
〇
万
円
の
予
算
を
確
保
す
る

事
が
で
き
た
と
の
回
答
を
得
て

お
り
ま
す
。

　

有
効
に
こ
の
調
査
費
が
活
用

さ
れ
、
地
域
住
民
の
不
便
性
の

解
消
に
つ
な
が
る
よ
う
な
形

で
、
活
用
さ
せ
て
頂
き
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

企
画
政
策
課
長　

総
合
事
務
局

運
輸
部
の
企
画
課
で
、
こ
の
公

共
交
通
不
便
地
域
の
調
査
を
実

施
す
る
事
に
な
っ
て
お
り
ま

す
。
五
〇
〇
万
円
の
予
算
を
獲

得
し
た
と
い
う
こ
と
で
、
こ
れ

に
つ
い
て
は
一
切
町
の
負
担
は

ご
ざ
い
ま
せ
ん
。
す
べ
て
総
合

事
務
局
の
費
用
で
ご
ざ
い
ま

す
。

　

バ
ス
ル
ー
ト
の
案
に
つ
い
て

は
、
単
に
池
田
、
小
波
津
地
域

の
公
共
交
通
不
便
地
域
を
解
消

す
る
の
み
で
は
な
く
、
マ
リ
ン

パ
ー
ク
も
開
園
し
て
い
ま
す
の

で
、
首
里
駅
か
ら
マ
リ
ン
パ
ー

ク
ま
で
の
ル
ー
ト
も
あ
る
で

し
ょ
う
し
、
今
あ
る
バ

ス
路
線
の
再
編
、
新
し

く
路
線
を
つ
く
る
の

か
、
い
ろ
い
ろ
な
調
査

の
方
法
が
あ
ろ
う
か
と

思
い
ま
す
。

昨
年
一
一
月
に
誕

生
し
た
仲
井
眞
知

事
の
公
約
で
あ
る
認
可

外
保
育
園
へ
の
給
食
補

助
の
実
現
に
向
け
て
、

本
町
の
対
応
策
は
あ
る

の
か
。

福
祉
課
長　

こ
れ
ま
で

認
可
外
保
育
園
へ
の
県
の
対
応

に
つ
き
ま
し
て
は
、
新
す
こ
や

か
保
育
事
業
で
対
応
し
て
き
て

お
り
ま
す
。
そ
の
中
身
的
に

は
、
牛
乳
代
、
健
診
、
調
理
員

の
検
便
が
こ
れ
ま
で
な
さ
れ
て

お
り
ま
し
て
、
給
食
費
に
つ
い

て
は
、
現
在
、
県
は
そ
の
方
向

で
一
応
進
め
て
い
く
と
い
う
こ

と
で
所
管
課
長
会
議
等
で
も
話

を
し
て
い
る
ん
で
す
が
、
実
際

の
と
こ
ろ
、
現
在
県
が
認
可
外

保
育
施
設
に
対
し
て
調
査
を

行
っ
て
お
り
ま
す
。

　

こ
れ
は
六
月
の
頭
と
い
う
こ

と
で
県
下
の
認
可
外
保
育
所
に

対
し
て
そ
の
現
場
の
給
食
状
況

に
つ
い
て
調
査
に
入
っ
て
い
る

と
い
う
こ
と
で
、
そ
の
動
向
を

見
て
本
町
と
し
て
も
、
そ
れ
に

対
応
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

長浜ひろみ議員

◇交通不便地域へ

　　　バス運行を�

◇認可外保育園へ

　　　給食補助を�

問

問

問

問

問

池田地区
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幸
い
な
事
に
西
原
町
に
は

最
高
学
府
と
言
わ
れ
る
大

学
が
二
つ
ご
ざ
い
ま
す
。
琉
球

大
学
の
事
は
よ
く
わ
か
り
ま
せ

ん
が
、
沖
縄
キ
リ
ス
ト
教
学
院

大
学
は
私
自
身
が
理
事
を
や
っ

て
お
り
、
理
事
会
で
い
ろ
ん
な

方
向
性
を
示
し
て
い
る
事
か
ら

あ
る
程
度
理
解
を
し
て
居
り
ま

す
。
地
域
に
開
か
れ
た
大
学
と

言
う
事
を
大
変
重
視
し
て
お

り
、
地
域
の
方
々
と
共
に
や
っ

て
い
き
た
い
と
言
う
目
標
が
あ

り
ま
す
。
そ
う
言
う
意
味
で
例

え
ば
町
立
保
育
園
や
小
中
学
校

の
学
習
支
援
等
も
含
め
て
協
定

を
結
ん
で
は
ど
う
で
し
ょ
う

か
。

教
育
長　

平
成
一
七
年
度
か
ら

大
学
と
の
提
携
事
業
を
始
め
て

お
り
ま
す
。
今
年
で
二
回
目

で
、
先
日
第
一
回
目
の
講
座
が

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
非
常
に

内
容
の
濃
い
も
の
で
、
今
年
は

六
〇
名
位
集
ま
り
非
常
に
喜
ん

で
い
ま
す
。
去
年
は
進
め
る
中

で
も
た
も
た
が
あ
り
ま
し
た
。

途
中
で
ど
こ
が
講
師
料
を
出
す

か
と
言
う
事
が
問
題
に
な
り
ま

し
た
。
今
回
は
琉
大
側
か
ら
三

名
キ
リ
ス
ト
教
学
院
側
が
五
名

で
前
期
・
後
期
で
一
〇
名
来
ま

す
け
ど
口
約
束
で
何
の
取
り
決

め
も
あ
り
ま
せ
ん
。
協
定
を
結

ぶ
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

小
波
津
団
地
の
残
地
問
題

で
す
が
、
何
度
も
議
会
で

取
り
上
げ
て
お
り
ま
す
。
�
こ

の
土
地
は
緑
地
で
は
な
く
残
地

と
明
記
さ
れ
て
い
る
事
の
意
味

を
ど
う
理
解
し
て
い
る
か
。
�

こ
の
土
地
を
町
に
移
す
際
、
あ

え
て
使
用
権
は
小
波
津
団
地
自

治
会
に
あ
る
と
明
記
し
て
覚
書

を
交
わ
し
た
事
を
ど
う
理
解
し

て
ま
す
か
。
�
こ
の
土
地
を
所

有
す
る
予
定
と
明
記
さ
れ
た
申

請
書
を
確
認
し
て
地
方
自
治
法

に
よ
る
法
人
格
を
町
は
付
与
し

た
の
に
小
波
津
団
地
自
治
会
に

残
地
を
返
さ
な
い
の
は
何
故
で

す
か
。

都
市
計
画
課
長　

質
問
�
に
つ

い
て
お
答
え
し
ま
す
。

　

沖
縄
県
住
宅
供
給
公
社
に
依

る
小
波
津
団
地
の
開
発
計
画
、

配
置
計
画
図
を
見
ま
す
と
、
残

地
と
言
う
表
示
区
分
が
あ
り
、

宅
地
で
も
な
く
、
公
園
、
広
場
、

緑
地
等
の
公
共
施
設
で
も
な
い

残
地
と
表
示
し
た
の
は
当
時
当

事
者
間
で
何
ら
か
の
事
情
が

あ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

�
に
つ
い
て
は
将
来
自
治
会
の

発
展
の
為
、
特
定
か
つ
有
効
に

残
地
を
活
用
し
て
も
ら
い
た
い

と
言
う
住
宅
供
給
公
社
側
の
意

向
が
う
か
が
え
ま
す
。

�
に
つ
い
て
は
こ
れ
ま
で
長
い

間
小
波
津
団
地
自
治
会
、
西
原

町
、
県
住
宅
公
社
と
間
に
協
議

が
行
わ
れ
た
経
緯
が
あ
り
ま

す
。
地
方
自
治
法
に
よ
る
地
縁

団
体
の
権
利
、
義
務
認
可
の
意

味
、
残
地
の
利
用
法
等
関
連
部

署
を
含
め
内
部
で
充
分
精
査
す

る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

前里光信　議員

◇地元大学の活用

　　（教育の充実）

◇地域の活性化

沖縄キリスト教学院大学

こ
れ
ま
で
幼
稚
園
に
於
い

て
二
ヶ
年
保
育
を
実
施
し

保
護
者
か
ら
大
変
喜
ば
れ
評
価

を
さ
れ
て
お
り
こ
れ
を
小
学
校

低
学
年
（
一
、
二
年
生
）
を
対

象
と
す
る
学
童
保
育
を
行
政
の

事
業
と
し
て
実
施
し
て
は
ど
う

か
家
庭
内
の
核
家
族
化
が
増
え

て
お
り
低
学
年
児
童
の
学
校
の

放
課
後
の
保
護
が
心
配
さ
れ
、

町
民
か
ら
の
声
も
多
々
あ
り
町

と
し
て
も
事
業
化
を
し
町
民
の

要
望
に
応
え
て
は
ど
う
か
。

福
祉
課
長　

本
町
と
し
て
放
課

後
児
童
健
全
育
成
事
業
と
し
て

四
か
所
の
学
童
ク
ラ
ブ
で
約
一

三
〇
名
の
子
供
達
を
預
か
っ
て

お
り
今
年
度
は
学
童
ク
ラ
ブ
が

一
か
所
増
え
か
ぎ
っ
子
対
策
と

し
て
健
全
な
育
成
事
業
と
し
て

取
り
組
む
予
定
で
あ
り
ま
す
。

町
内
河
川
の
水
質
の
状
況
に
つ

 
�

�
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�
�
�
�
�
�
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�
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�
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て 

 
�
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�
�
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マ
リ
ン
タ
ウ
ン
ビ
ー
チ
の

オ
ー
プ
ン
に
伴
い
ビ
ー
チ

内
の
良
好
な
水
質
で
の
利
用
が

大
事
で
あ
る
。
周
辺
に
流
れ
こ

む
小
波
津
川
や
兼
久
川
等
の
数

本
の
河
川
に
は
家
庭
か
ら
流
れ

る
台
所
や
風
呂
、
ト
イ
レ
等
の

生
活
排
水
や
企
業
等
か
ら
の
排

水
に
よ
る
河
川
の
水
質
状
況
に

つ
い
て
伺
い
ま
す
。

健
康
衛
生
課
長　

水
質
汚
濁
を

示
す
Ｂ
Ｏ
Ｄ
の
水
質
に
つ
い
て

我
謝
地
内
を
流
れ
る
長
溝
川
は

平
成
一
八
年
度
一
一
・
八
ミ
リ

グ
ラ
ム
、
小
波
津
川
五
・
一
ミ

リ
グ
ラ
ム
、
兼
久
川
一
一
・
五

ミ
リ
グ
ラ
ム
と
な
っ
て
お
り
年

次
的
に
は
良
好
及
び

横
バ
イ
と
判
断
し
て

お
り
ま
す
が
、
水
遊

び
の
で
き
る
環
境
基

準
は
Ｂ
Ｏ
Ｄ
値
が
二

ミ
リ
グ
ラ
ム
以
下
で

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
三
河
川
の
水
質

は
水
遊
び
の
で
き
る

川
の
基
準
を
満
た
し

て
い
な
い
の
で
さ
ら

な
る
水
質
浄
化
を
努

め
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。

上
下
水
道
課
長　

平
成
一
八
年

度
末
で
下
水
道
使
用
可
能
世
帯

数
は
二
、 一
三
九
に
対
し
接
続

し
た
の
は
六
二
三
世
帯
で
す
。

町
長　

平
成
一
八
年
度
三
月
末

の
沖
縄
県
の
平
均
水
洗
化
率
が

八
七
・
九
％
に
対
し
西
原
町
は

三
一
・
〇
％
で
か
な
り
低
い
状

況
で
あ
る
。
五
月
一
四
日
に
下

水
道
普
及
嘱
託
員
を
配
置
し
、

接
続
増
を
図
り
、
河
川
及
び
海

水
の
浄
化
に
努
力
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

小川　孝議員

◇小学校低学年児童の放

課後学童保育の実施に

ついて

問

問

問

問

兼久川
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西
原
町
は
県
か
ら
指
定
管

理
を
受
け
て
西
原
マ
リ
ン

パ
ー
ク
を
オ
ー
プ
ン
し
ま
し

た
。
利
用
の
状
況
と
あ
が
り

テ
ィ
ー
ダ
公
園
に
つ
い
て
も
管

理
規
定
の
変
更
で
有
料
で
マ
リ

ン
パ
ー
ク
同
様
に
利
用
が
可
能

か
伺
い
ま
す
。

都
市
計
画
課
長　

ビ
ー
チ
の
利

用
に
つ
き
ま
し
て
は
一
ヶ
月
間

で
約
二
万
九
千
人
の
入
場
を
確

認
し
て
い
ま
す
。

産
業
課
長　

あ
が
り
テ
ィ
ー
ダ

公
園
に
つ
き
ま
し
て
は
県
の
港

湾
条
例
で
定
め
ら
れ
海
浜
緑
地

と
い
う
位
置
づ
け
の
関
係
上

キ
ャ
ン
プ
等
に
つ
い
て
は
指
導

に
よ
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

財
源
に
つ
い
て
伺
い
ま

す
。
東
崎
準
工
業
地
域

で
の
新
し
い
工
場
が
来
年
完
成

し
ま
す
。
税
収
と
し
て
ど
の
く

ら
い
見
込
ん
で
い
る
の
か
。
そ

し
て
住
民
税
の
税
源
移
譲
に
よ

る
増
収
、
人
口
増
加
に
よ
る
税

収
は
ど
う
な
の
か
伺
い
ま
す
。

税
務
課
長　

東
崎
の
準
工
業
地

域
の
税
収
に
つ
い
て
は
工
場
の

完
成
に
よ
り
固
定
資
産
税
が
課

税
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
は
来
年
一

月
の
課
税
基
準
日
に
決
ま
り
一

年
後
に
課
税
と
い
う
こ
と
に
な

り
ま
す
。
又
家
屋
、
償
却
資
産

に
つ
い
て
は
沖
縄
振
興
特
別
措

置
法
に
よ
り
課
税
免
除
に
な
り

ま
す
。
税
源
移
譲
に
伴
う
税
収

に
つ
き
ま
し
て
は
現
時
点
で
は

一
億
五
〇
〇
〇
万
円
程
度
の
増

と
な
っ
て
お
り
ま
す
が
、
人
口

の
増
に
よ
る
も
の
が
譲
渡
所
得

等
の
伸
び
に
よ
る
の
か
分
析
が

必
要
だ
と
思
い
ま
す
。

町
有
地
処
分
に
つ
い
て
特

に
東
崎
の
商
業
用
地
の
処

分
に
つ
い
て
企
業
の
誘
致
も
含

め
て
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
伺

い
ま
す
。

都
市
計
画
課
長　

東
崎
の
商
業

用
地
の
処
分
計
画
に
つ
き
ま
し

て
は
平
成
一
八
年
三
月
に
基
礎

的
な
調
査
を
行
い
ま
し
た
。
結

果
的
に
県
の
ホ
テ
ル
用
地
の
処

分
計
画
と
整
合
性
を
持
た
す
べ

く
作
業
を
進
め
て
行
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
県
が
二
〇
年
二
月

に
公
募
を
す
る
と
い
う
情
報
が

あ
り
ま
す
の
で
町
と
し
て
は
年

度
内
に
処
分
公
募
が
出
来
る
よ

う
準
備
を
し
た
い
と
思
い
ま

す
。

モ
ノ
レ
ー
ル
の
延
伸
に
つ

い
て
は
町
と
し
て
財
政
負

担
も
含
め
て
具
体
的
に
検
討
さ

れ
た
か
伺
い
ま
す
。

企
画
政
策
課
長　

現
時
点
で
の

財
政
上
の
負
担
、
土
地
利
用
等

に
つ
い
て
検
討
は
行
っ
て
い
ま

せ
ん
。

副
町
長　

当
該
地
域
は
西
の
表

玄
関
と
し
て
の
活
用
と
の
こ
と

で
西
地
区
の
開
発
と
リ
ン
ク
さ

せ
な
が
ら
駅
周
辺
の
開
発
等
で

今
後
当
地
域
が
活
性
化
す
る
と

い
う
こ
と
を
推
進
す
る
こ
と
で

や
ら
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
思

い
ま
す
。

大城純孝　議員

◇マリンパークの状況と

財政、地域の振興につ

いて

西
原
小
学
校
へ
の
与
那
城

地
区
の
歩
道
上
の
電
柱
撤

去
に
つ
い
て
、
一
年
前
の
六
月

議
会
に
お
い
て
改
善
の
要
請
を

し
ま
し
た
が
そ
の
進
捗
を
お
聞

き
し
ま
す
。

す
ぐ
や
る
課
長　

こ
れ
は
正
式

に
文
書
を
も
っ
て
Ｎ
Ｔ
Ｔ
の
方

に
平
成
一
八
年
七
月
一
八
日
付

で
沖
縄
支
店
の
方
に
依
頼
し
て

お
り
ま
す
。
し
か
し
こ
の
文
書

の
回
答
が
な
い
も
の
で
す
か
ら

職
員
の
方
を
二
人
呼
ん
で
現
場

で
内
容
を
聞
い
て
お
り
ま
す
。

こ
の
地
域
は
重
要
幹
線
の
た
め

に
膨
大
な
電
話
線
が
あ
る
こ

と
。
移
動
す
る
場
合
の
費
用
は

受
益
者
負
担
に
な
り
、
申
請
者

の
方
が
支
払
い
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
聞
い
て
お
り
ま
す
。

こ
の
歩
道
は
約
六
〇
セ
ン
チ
ぐ

ら
い
し
か
な
く
児
童
生
徒
は
車

道
か
ら
歩
い
て
お
り
本
当
に
危

険
な
状
況
で
あ
り
、
こ
の
辺
は

事
故
が
起
こ
っ
て
も
お
か
し
く

な
い
状
況
だ
と
考
え
て
お
り
ま

す
。
つ
き
ま
し
て
、
今
後
は
関

係
課
と
連
携
を
持
っ
て
要
請
行

動
な
ど
を
検
討
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

先
日
、
ド
イ
ツ
の
北
部
の

町
ハ
イ
リ
ゲ
ン
ダ
ム
で
開

催
さ
れ
た
主
要
国
首
脳
会
議
、

い
わ
ゆ
る
サ
ミ
ッ
ト
で
「
温
室

効
果
ガ
ス
二
〇
五
〇
年
ま
で
に

半
減
。
日
本
が
サ
ミ
ッ
ト
で
提

案
し
米
国
も
同
意
、
温
暖
化
防

止
進
展
」
と
新
聞
で
大
き
く
報

道
さ
れ
ま
し
た
が
二
〇
五
〇
年

と
は
、
と
ん
で
も
な
い
こ
と
で

す
。
地
球
を
温
暖
化
す
る
二
酸

化
炭
素
の
排
出
国
が
、
ベ
ス
ト

ワ
ン
が
米
国
で
、
二
番
が
中

国
、
三
番
が
ロ
シ
ア
、
そ

し
て
日
本
、
イ
ン
ド
、
ド

イ
ツ
、
カ
ナ
ダ
と
続
い

て
、
韓
国
が
一
〇
位
だ
そ

う
で
す
。
地
球
の
温
度
が

二
度
か
ら
三
度
上
が
る
と

東
京
が
全
滅
す
る
と
言
わ

れ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
ま

ま
で
は
地
球
は
あ
と
一
〇

年
し
か
も
た
な
い
と
も
言

わ
れ
ま
す
。
地
球
温
暖
化

対
策
に
つ
い
て
教
育
長
に

お
尋
ね
い
た
し
ま
す
。

指
導
主
事　

地
球
温
暖
化
の
問

題
は
世
界
的
規
模
で
の
気
候
変

動
や
異
常
気
象
な
ど
深
刻
な
現

象
が
指
摘
さ
れ
て
お
り
、
そ
の

予
想
さ
れ
る
影
響
の
大
き
さ
、

そ
れ
か
ら
深
刻
さ
な
ど
は
人
類

の
存
続
そ
の
も
の
が
危
ぶ
ま
れ

る
最
も
重
要
な
環
境
問
題
の
一

つ
だ
と
認
識
し
て
お
り
ま
す
。

生
涯
学
習
課
長　

今
後
も
図
書

館
と
か
中
央
公
民
館
は
じ
め
、

各
学
校
で
開
催
さ
れ
ま
す
家
庭

学
級
な
ど
が
あ
り
ま
す
の
で
、

そ
こ
で
も
環
境
問
題
を
テ
ー
マ

に
し
た
講
座
を
取
り
入
れ
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
ち
な
み

に
こ
の
町
民
文
化
講
座
で
す
け

ど
五
回
目
も
一
〇
月
一
一
日
な

ん
で
す
け
ど
琉
球
大
学
の
伊
波

み
ち
こ
先
生
を
お
招
き
し
て

「
暮
ら
し
と
環
境
問
題
」
と
い

う
テ
ー
マ
で
講
演
予
定
で
す
。

屋宜宣太郎議員

◇通学歩道上の電柱撤去

の進捗状況を尋ねる

◇地球温暖化対策について

与那城地区の歩道上の電柱

問

問問

問

問

問

東崎商業用地



2007 （平成19） 年９月１日発行西 原 町 議 会 だ よ り第33号 （１５）

�������������������������
�������������������������
�������������������������
�������������������������
�������������������������
�������������������������
�������������������������
�������������������������
�������������������������
�������������������������
�������������������������
�������������������������
�������������������������

インターネットで町議会を知ろうインターネットで町議会を知ろうインターネットで町議会を知ろう

ご 案 内

　西原町議会では、本議会の

会議録、議会だよりを公開して

います。町のためにどんなこと

が話し合われているか、のぞい

　てみませんか。

西原町ホームページアドレス

http://www.town.nishihara.okinawa.jp/
西原町議会会議禄 検索

町民の声を町政へ町民の声を町政へ
　

本
町
議
会
で
は
、
町
民
の
た
め
に
「
開
か
れ
た

議
会
」
を
目
指
し
て
、
改
善
す
べ
き
諸
事
項
を
検

討
し
て
お
り
ま
す
。

　

議
会
へ
の
ご
要
望
・
ご
意
見
が
ご
ざ
い
ま
し
た

ら
お
聴
か
せ
く
だ
さ
い
。
町
民
に
開
か
れ
た
議
会

を
目
指
し
ま
す
。

ご

意

見

箱
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近
い
将
来
予
定
さ
れ
て
い

る
庁
舎
建
設
は
、
情
報
公

開
を
基
本
と
し
て
、
二
二
世
紀

近
く
ま
で
使
え
る
よ
う
に
町
民

の
英
知
を
結
集
し
、
町
民
主
体

で
推
進
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

　

多
く
の
町
内
企
業
が
参
加
可

能
な
分
離
・
分
割
方
式
の
手
法

を
と
り
入
れ
る
べ
き
で
は
な
い

か
。

企
画
政
策
課
長　

リ
ー
ス
方
式

が
よ
い
。
分
離
・
分
割
方
式
で

は
、
一
時
多
額
の
資
金
を
確
保

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の

結
果
、
現
在
の
事
務
事
業
を
縮

小
す
る
よ
う
な
事
態
が
お
き
て

住
民
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
に
つ
な

が
る
。

リ
ー
ス
方
式
が
優
れ
て
い

る
と
言
う
が
、
分
離
・
分

割
方
式
の
手
法
で
計
算
し
た
資

料
は
あ
る
の
か
。

　

リ
ー
ス
方
式
で
あ
っ
て
も
資

金
を
借
り
る
と
い
う
こ
と
に
は

変
わ
り
な
い
こ
と
だ
。
借
り
た

資
金
の
返
済
の
た
め
の
ト
ー
タ

ル
、
総
支
出
額
で
比
較
す
べ
き

で
は
な
い
か
。

企
画
政
策
課
長　

リ
ー
ス
方
式

に
決
ま
っ
た
の
で
は
な
い
。
資

金
の
捻
出
、
調
達
が
一
番
の
問

題
で
分
離
・
分
割
方
式
は
割
高

に
な
る
傾
向
が
あ
る
。

小
学
校
入
学
前
ま
で
の
医
療
費
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無
料
化
を
国
で 

 
�
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�
�
�
�
�
�
�
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乳
幼
児
医
療
費
無
料
化
が

全
国
の
ほ
と
ん
ど
の
自
治

体
で
実
施
さ
れ
て
い
る
。

　

幼
児
の
健
や
か
な
成
長
を
保

障
す
る
立
場
か
ら
就
学
前
医
療

費
無
料
化
制
度
の
創
設
を
国
に

求
め
る
考
え
は
な
い
か
。

健
康
衛
生
課
長　

市
町
村
会
や

市
町
村
議
長
会
な
ど
を
通
し
て

要
請
し
た
方
が
い
い
。

大
砲
は
幼
児
教
育
に
有
害　
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図
書
館
の
児
童
コ
ー
ナ
ー

を
観
て
の
町
民
の
感
想
を

聞
き
た
い
。

町
長　

非
常
に
い
い
児
童
コ
ー

ナ
ー
だ
。

芝
生
の
景
観
を
な
が
め
な

が
ら
母
子
が
な
ご
や
か
に

絵
本
な
ど
に
親
し
む
い
い
児
童

コ
ー
ナ
ー
が
、
あ
る
日
突
然
に

黒
い
魔
物
の
物
体
で
あ
る
大
砲

が
設
置
さ
れ
、
児
童
コ
ー
ナ
ー

の
景
観
は
ま
る
つ
ぶ
れ
に
な
っ

た
。
い
や
が
応
に
も
大
砲
を
見

る
よ
う
に
し
む
け
ら
れ
て
い

る
。
こ
れ
は
、
児
童
自
身
の
意

思
を
軽
視
し
選
択
の
余
地
を
奪

い
一
方
的
に
強
い
刺
激
を
与

え
、
視
覚
、
視
聴
覚
材
の
役
割

を
果
た
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ

と
で
、
幼
児
教
育
の
見
地
か
ら

重
大
問
題
。
改
め
て
教
育
的
観

点
か
ら
関
係
者
で
再
検
討
す
べ

き
だ
。

町
長　

百
回
、
二
百
回
聞
か
れ

よ
う
が
答
え
は
変
わ
ら
な
い
。

手
続
き
を
と
っ
て
設
置
し
た
の

で
問
題
は
な
い
。

伊礼一美　議員

◇庁舎建設は多くの町内

企業の参加で

◇就学前の医療費無料化

を国の制度に

図書館前の大砲

住
・
環
境
の
整
備
に
つ
い
て　
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モ
ノ
レ
ー
ル
西
原
駅
に
つ

い
て
、
現
案
で
は
三
案
に

し
ぼ
ら
れ
て
い
る
が
、
町
内
で

は
琉
大
迄
延
長
さ
せ
よ
う
と
の

動
き
が
あ
る
。
行
政
は
ど
の
よ

う
な
考
え
か
伺
い
た
い
。

企
画
政
策
課
長　

モ
ノ
レ
ー
ル

検
討
委
員
会
の
目
的
が
、
中
・

北
部
か
ら
の
モ
ノ
レ
ー
ル
の
一

層
の
利
用
促
進
を
図
る
と
い
う

目
的
か
ら
、
沖
縄
自
動
車
道
へ

の
結
節
が
目
的
で
現
三
案
に
し

ぼ
ら
れ
た
い
き
さ
つ
が
あ
る
。

さ
ら
な
る
延
長
を
求
め
る
に
は

こ
れ
か
ら
先
の
採
算
性
、
利
便

性
を
検
討
し
、
い
ろ
い
ろ
な
交

通
シ
ス
テ
ム
の
形
態
を
検
討
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
ま
ず
は

西
原
入
口
迄
が
決
定
で
、
そ
の

先
は
検
討
課
題
で
あ
り
ま
す
。

棚
原
産
廃
に
つ
い
て
、
三

月
定
例
会
で
課
長
は
被
害

者
は
三
五
名
で
答
弁
し
て
い
る

が
、
三
五
名
と
決
め
た
理
由
は

何
に
基
づ
い
て
人
数
を
決
め
た

の
か
、
又
自
費
で
行
っ
た
方
で

快
方
に
向
か
っ
て
い
る
の
は
何

名
か
を
伺
い
た
い
。

健
康
衛
生
課
長　

考
え
る
会
の

皆
さ
ん
や
、
電
話
等
の
対
応
で

三
五
名
を
把
握
し
た
だ
け
で
、

病
気
が
治
っ
た
か
治
ら
な
か
っ

た
か
と
い
う
こ
と
は
聞
い
て
お

り
ま
せ
ん
。
病
状
の
中
で
皮
膚

病
が
よ
く
な
っ
た
と
か
、
ぜ
ん

息
の
発
作
が
な
く
体
調
は
よ

い
、
病
院
も
行
っ
て
な
い
と
返

事
は
答
え
て
い
ま
す
。

副
町
長　

こ
の
件
に
つ
い
て
は

原
因
が
ど
こ
な
の
か
、
因

果
関
係
に
つ
い
て
も
は
っ

き
り
さ
れ
て
な
く
、
医
療

廃
棄
物
に
よ
っ
て
の
も
の

な
の
か
、
土
壌
調
査
等
も

県
を
通
じ
て
交
渉
さ
せ
ま

し
た
が
、
実
施
さ
れ
て
な

く
町
と
し
て
、
住
民
の
健

康
維
持
、
増
進
と
い
う
立

場
か
ら
権
威
あ
る
北
里
病

院
関
係
者
を
呼
ん
で
勉
強

会
が
で
き
る
か
、
ど
う
か

を
検
討
し
て
行
な
い
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

庁
舎
建
設
に
つ
い
て 
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三
月
定
例
会
で
建
設
検
討
委
員

会
で
検
討
し
て
、
学
識
経

験
者
で
つ
く
る
検
討
委
員

会
を
設
置
し
て
早
期
に
着
工
す

る
と
聞
い
て
い
ま
す
が
、
現
状

は
ど
う
で
す
か
。

企
画
政
策
課
長　

三
月
定
例
会

で
確
か
に
内
部
の
調
査
検
討
会

議
の
中
で
検
討
を
得
て
、
今
年

度
は
学
識
経
験
者
で
構
成
す
る

調
査
検
討
委
員
会
を
設
置
し
、

専
門
的
な
意
見
か
ら
審
議
し
て

い
た
だ
き
、
庁
舎
の
早
期
建
設

に
向
け
て
方
向
性
を
見
出
し
て

答
弁
し
ま
し
た
が
、
未
だ
設
置

し
て
な
い
、
早
期
に
設
置
す
る

よ
う
努
力
し
ま
す
。

宮城秀功　議員

◇住 ・ 環境の整備について

◇産廃について

◇庁舎建設について

◇町有地について

問

問

問

問

問問問

問

沖縄都市モノレール


